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Clinical significance of M2 macrophages expressing heme oxygenase-1 in 
















のパラフィンブPロックを用いて、マクロブアー ジのマ カーー で、あるCD68、CDl1c、CD163と、HO-1の免疫組織
化学染色を行い、統計的解析をおこなった。患者背景では、診断時の年齢、閉経の有無、腫虜最大径、腫
虜マーカー(CA125)で有意差を認めた。免疫組織化学染色では、HO-lはEAOC群と比較してOE群で有
意に発現が高かった。またマクロファージの分極を比較すると、Mlマクロファージ(CDl1c，pニ0.001)、M2マ
クロファージ(CD163，p=0.009)とも、 EAOC群に比べてOE群で有意に発現が高かった。また、 CD68、
CDllc、CD163それぞれのマーカーは互いに相関関係があった。HO-1はM2マクロファージに発現しており、
HO-lを発現したM2マクロファージの割合は、 EAOC群で有意に低くなっていた。また内膜症細胞と癌細胞
が同一切片上に存在するスライドでも同様の結果が確認され、 マクロファージは内膜症に高発現しており、
癌化した部分で、はHO-1発現M2マクロファージは減少していた。
この結果より、OEの癌化では酸化抗酸化の微小環境が変化し、 それによりマクロファージの集積や極性
の変化が生じていることがわかった。またHO-1発現M2型マクロファージの減少が、 OEの癌化に関与してい
る可能性が示唆された。
